
赤麻小だより 第２１号
平成２７年３月４日

発行所：栃木市立赤麻小学校校長室

いよいよ３月となりました。平成２６年度の最後の月であり、３学期の終わりの月で
もあります。３月は弥生(やよい)といいますが、「いやおい」という言葉からできたそう
です。「弥(いや)」は「さらに」「ますます」という意味で、「生(おい)」は「生う」で草
花が生き生き茂るさまを表しています。このことから３月弥生は、ますます植物が元気
になり、花が咲き、木々の緑が芽吹いていく季節、新しい命の勢いを感じる季節という
ことではないでしょうか。さらに６日は｢啓蟄(けいちつ)｣。冬眠していた虫も土の中から
出てくるといいます。暖かい季節を迎え、まさに生命が動きはじめる｢春｣になりました。
学校では卒業式の準備が本格的にスタートいたしました。毎朝「あかまっ子タイム」

には体育館で卒業式の練習が行われます。教室からは、卒業式で歌う歌も聞こえてまい
ります。気付いてみれば、卒業式まで２週間ほど。卒業する6年生も、在校生の１年生か
ら５年生も、それぞれの思いを胸に練習に臨んいるようですが、卒業式を盛り上げたい
という気持ちの高まりが感じられます。
全校生で迎えたい卒業式ですが、３月に入り発熱や感染症(溶連菌感染症･水疱瘡)等で

お休みする子どもたちが増えております。暖かくなったとはいえ、寒さとの繰り返しが
続くこの時期。子どもたちの健康管理にご留意いただき、残りわずかな３学期を元気に
過ごせるよう、ご協力のほどよろしくお願いいたします。

子どもたちの活動から

【本年度最後の授業参観･学級懇談会、おせわになりました。】
２月１８日(水)の授業参観･学級懇談会では、お忙しいところをご来校いただきありがとう

ございました。各学年とも、子どもたちの成長や頑張りが現れた授業や発表で、緊張しなが
らも頑張っている一人一人の表情が印象的でした。

〔１年生〕 〔２年生〕 〔３年生〕 〔４年生〕

〔５年生〕 〔６年生〕 〔チャレンジ〕

１年生は生活科の｢できるようになったこと はっぴょうかい｣です。１年生で楽しかっ
た思い出や頑張ったこと、できるようになったことを発表しました。
２年生は学級活動で「ぼく、わたしのたんじょう」です。生命誕生に関する学習のはじ

まりの授業です。自分が 祝福されて生まれたことを実感し、家族への感謝の気持ちを伝
えました。子どもたちは、サプライズで用意されていた家族から自分宛てへの手紙を、う
れしそうに読んでいました。
３年生は総合の学習「藤岡地区をさぐろう」です。校外学習で見学した藤岡地区の施設

についてまとめ、発表をしました。
４年生も総合の学習で「２分の１成人式」です。４年生は１０才となり、ちょうど二十

歳までの２分の１となりました。そこで将来自分がなりたい職業について発表をしました。
５年生は学級活動で｢ネットトラブル講座｣を親子で聴きました。インターネットやスマ

みんな
大きく
なったよ！



ートフォン、ゲーム機についてのトラブルとその対処法、危険性について学びました。
６年生は国語で「今、わたしたち、ぼくたちは」という学習のまとめです。卒業を目前

にし、これまでの自分を振り返り、考えたことについて発表しました。
チャレンジ学級は生活単元で「お店屋さんを開こう」です。それぞれが売る品を製作し

たり値段を決めたりし、役割を分担して店を開きました。買い物をする保護者や先生との
コミュニケーションが上手にできました。
どの学級の子どもたちも、いつも以上に意欲的に取り組んでいました。１年間の成長し

た姿はたくましく微笑ましいものと、改めて感じた午後でした。
また、学級懇談会には多くの保護者の方に残っていただき、来年度の学年理事の選出を

していただきました。ありがとうございます。学年理事に選出された保護者の皆様には大
変お世話になります。役員の方だけではなく、全ＰＴA会員の御協力で盛り上げる赤麻小
ＰＴＡとなるよう、宜しくお願いいたします。

【６年生を送る会を実施し、校旗が６年生から５年生に引き継がれました！】

２月２７日(金)に６年生を送る会【ありがとうパーティー】が行われました。これまで
赤麻小学校を最高学年としてリードしてくれた６年生に、感謝の気持ちと最高の思い出を
贈りたいと、１年生から５年生の在校生が、心を一つにして準備に取り組んできました。
まず、「第１部 ６年生といっしょに楽しく遊ぼう！」では、清掃班ごとに挑戦する校

内ウォークラリー『人生ウォークラリーゲーム』を行いました。いろいろな場所でゲーム
を楽しみました。｢第２部 ありがとう６年生の会｣では、６年生へのプレゼント贈呈、６
年間の思い出スライド上映、６年生からの詩の発表、そして校旗の引継がしっかりと行わ
れました。６年生の発表を聴きながら涙する子どもたちもいたようです。そして、在校生
の作る花のアーチを、低学年と手をつないで退場する６年生の姿を拍手で見送り、【あり
がとうパーティー】が閉会となりました。
赤麻小を支えてきてくれた６年生、本当にご苦労様でした。そして、この会を一生懸命

に準備し成功させてくれた在校生、特に５年生はすばらしい活躍でした。赤麻小の新しい
リーダーぶりを十分に発揮してくれました。
６年生から在校生へ赤麻小の伝統と文化が伝わるとともに、在校生の温かな感謝の気持

ちに充ちた、心に残るすばらしい時間となりました。

《今年もお世話になりました！ 学校支援ボランティア反省会》。
３月２日(月)に、本校図書室において学校支援ボランティア反省

会を実施いたしました。参加者は地域コーディネーターの田中さん
とボランティアの皆さん、そして学校の全教職員です。学校コーデ
ィネーターの進行で話合いを実施いたしました。
今年は、｢１･２年農園活動支援｣｢５･６年家庭科支援(手縫い･ミシ

ン･清掃)｣「４年昔のくらし体験活動支援｣「６年茶道体験支援」「１
年昔の遊び体験支援｣｢清掃活動支援｣｢枝剪定支援｣｢図書室作業支援｣

など、本当に様々な活動に支援していただきました。
反省会では、今年の活動を振り返っての良かったところや改善するところ等について、ご

意見をいただきました。ボランティアの方からは、作業方法や道具の数、打合わせの仕方や
授業中の支援の仕方、活動実施の時期について等、子どもたちの学習がより充実した活動に
なるためのご意見をたくさん聞かせていただきました。ありがとうございました。
本校は実に多くの地域の皆様に、学習活動や施設環境のボランティア活動に参加していた

だき、学校を支援していただいております。反省会当日はご都合がつかなかった方も多くい
らっしゃいますが、この場をお借りし改めて、ボランティアに参加してくださった全ての皆
さんのその支援に心から感謝しお礼を申し上げます。本当にありがとうございました。今後
とも学校と家庭、そして地域の皆様との連携により、子どもたちの学びを充実させていきた
いと考えています。ご協力の程、どうぞ宜しくお願いいたします。




